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自然災害等や気象状況などにより、佐世保市（宇久地域を除く）の状況が、次のいずれかの場合

は、下記の１～３のとおりの取扱いとします。 

（１） 「特別警報」が発令されている場合 

（２） 「暴風警報」と「大雨警報」が同時に発令されている場合 

（３） 「暴風警報」と「洪水警報」が同時に発令されている場合 

（４） 「大雪警報」が発令されている場合 

（５） 「暴風雪警報」が発令されている場合 

（６） 公共交通機関（早岐駅を発着する JR 佐世保線、大村線及び西肥バス（新上五島地区を除く）

の全てが運休している場合 

（７） その他災害等の発生及びその影響により、センター長が必要と認めた場合 

※ 気象状況や公共交通機関の運行状況については、天気予報または気象庁のホームページ、テレ

ビ・ラジオ等のニュース、各公共交通機関のホームページや電話サービス等で確認すること。 

記 

１ 午前７時の時点で、上記の警報等が発令されているとき又は公共交通機関が運休しているとき、

当日の午前（３時限目）までを休講（「オンライン訓練含む」以下同様）とします。 

２ 午前１０時を過ぎても、上記の警報等が解除されないとき又は公共交通機関の運行が再開されな

いときは、その日を訓練休とします。 

３ 午前１０時までに、上記の警報等が解除されたとき及びいずれかの公共交通機関の運行が再開さ

れたとき、午後（４時限目）から訓練を実施します。 

※ 通所後（通所途上）で警報の発令を知り得た時は、地域的な状況を鑑みて、安全を第一に考え、

各自で適切な判断によって対処（ポリテクセンターへ通所または自宅へ引き返す等の対応）して

ください。なお、訓練中に自然災害等で公共交通機関が計画運休を発表した場合には、センター

長の判断により休講とする場合があります。 

※ 悪天候により通所が困難となることが想定される場合は、前日の終礼時等において担当指導員

から具体的な指示がありますので、その指示に従ってください。 

※ 運行が再開されたバス等の運行状況により訓練の開始時間に遅れる場合は、無理をせず、運行状

況に合わせて通所してください。 

※ 訓練受講生は、公共交通機関の運行状況のほか、道路冠水、浸水、洪水または土砂崩れ、あるい

は積雪、凍結などにより、各自の居住地域において通所が困難な場合は、危険を冒して通所する

ことなくその旨を施設へ連絡してください。 

※ 企業実習等で直接指示が届かない状態等においては、各自の判断により行動せざるを得ないの

で、企業実習先での指示を仰ぐほか、可能な限り利用可能な通信手段等を利用して施設（担当指

導員）に連絡してください。 


